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１．はじめに  

 高速道路の橋梁は，1 回以上/5 年の頻度で詳細点検を実施している．この詳細点検には，構造物の健全性を把握

するために近接目視を基本とし，必要に応じて触診や打音を行う点検と，第三者等に対する被害を未然に防止する

観点から近接目視かつ触診や打音により行うことが原則となる点検の 2種類の方法がある． 

近年では点検の精度向上及び点検作業の安全性の向上を目的とした点検支援技術を導入しており，1 つの手法と

して，高解像度カメラ撮影による近接目視点検の支援技術がある．この点検手法は，撮影画像が近接目視と同等の

判定又は評価に必要な劣化・変状情報が得られる場合に適用される．本稿では，更なる点検支援技術の適用拡大と

点検効率化を目指した無人航空機（以下，「ＵＡＶ」という）による，トラス橋での適用性の検証結果とＵＡＶの活

用方法について検証するものである． 

２．背景  

 トラス橋は鋼部材が複雑に入り組んでいるため，橋梁点検車による点検可能部位が限定される．また，検査路か

らも全ての部材の近接点検はできないため，現在はロープ高所作業による近接点検を実施している．そこでカメラ

を搭載したＵＡＶの撮影画像により変状の判定が可能となれば，点検作業の効率化が期待できる．  

３．ＵＡＶ撮影による点検 

ＵＡＶ撮影による点検は，（1）動画撮影・静止画抽出（2）画像解析による画像合成（3）画像による変状判定の

流れで実施するものとした．（1）では写真-1～3 に示すとおり，トラス橋の各部材の全ての面を漏れなく撮影する

必要があり，特に対傾構，斜材，横構及び格点部などは高度なＵＡＶ操縦技術が求められる．また，（2）（3）での

作業を適切な画質で行うため，画像の目標解像度は 0.5 ㎜×0.5 ㎜/画素以下とする必要があり，今回の撮影で使用

したＵＡＶで目標解像度を満足するためには，撮影対象箇所との撮影距離が 1.1ｍ以内である必要があった． 

 

 

４．検証内容  

ロープ高所作業とＵＡＶ撮影による近接目視点検の比較検証を行った．ＵＡＶ撮影では，撮影画像の合成の可否

も含めて検証を行うこととし，検証内容は次の２項目とした． 

1） 変状箇所の撮影精度の比較 

撮影精度とは，撮影画像から変状状況の把握が可能かを評価するもので，ロープ高所作業で撮影された画像

を基準に評価する． 

2） ＵＡＶ適用可能範囲の抽出 

ＵＡＶ適用可能範囲とは，撮影対象箇所に対して正対での撮影が可能であるか，撮影精度の良い画像が撮影

可能か等を総合的に評価し，ＵＡＶ撮影が可能と判断した範囲を示す． 
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５．検証結果  

５-1．撮影精度比較 

 写真-4に示す伸縮装置部では，ロープ高所作業，ＵＡＶ撮影

ともに撮影画像から発錆の確認及び判定が可能であり，撮影精

度は同等と判断できる．一方で写真-5に示すとおり，変状発生

部材によってはＵＡＶ撮影での変状確認が困難な箇所も見受け

られる．ＵＡＶ撮影での条件が厳しく判定が困難な箇所は次の

２種類であることが分かった． 

1） 暗所で照度不足，逆光の状態で撮影した箇所 

2） 雑木等によって接近が困難な箇所，狭隘部でＵＡＶの進

入が困難な箇所 

５-２．ＵＡＶ撮影の適用可能箇所の抽出 

トラス橋の外側部材は明るく，正対して撮影可能なことから，

ＵＡＶ撮影による点検は実現可能である．一方，内側部材は暗

く，構造が複雑で正対しての撮影が困難であるためＵＡＶ撮影

に時間を要しており，ＵＡＶ撮影は外側部材に対して有効であ

る． 

これらの結果から，図-1 に示すとおり,トラス橋の全部材を

ＵＡＶ撮影にて点検することは困難だが，外側及び橋脚には適

用可能で，ロープ高所作業の代替が可能である． 

ＵＡＶ撮影は検証 2 径間（L=105ｍ）に対して，鋼部材面を全

て撮影すると 5,075ｍになる．外側面は 1,031ｍであり，トラス

橋の 20％程度はＵＡＶ撮影での点検が可能となる． 

従来のロープ高所作業では，表-1に示すとおり,トラス橋の点

検に 19 日要しているが，下部工（高橋脚）もＵＡＶ等で撮影す

れば▲7日（37％）の削減が見込める． 

 

 

 

６．今後の展開 

 検証結果を踏まえて，今後もＵＡＶ撮影の適用拡大を目指して以下の項目に取り組む所存である． 

1） ロープ高所作業とＵＡＶ撮影との融合を促進すべく，その他の特殊形状の橋梁についてもＵＡＶ撮影を積極

的に活用し，複合的な点検手法で効率化を目指す． 

2） 更なるＵＡＶ撮影の実用化に向けて，橋梁点検車による点検を行っている PC 桁橋および鋼鈑桁などの桁橋に

対して，点検支援技術の適用拡大を図る． 

3） より解像度が高く，広範囲の撮影が可能な高解像度カメラを搭載したＵＡＶでの広域撮影の実現及び，ＵＡ

Ｖ操縦の労力軽減や撮り漏れ防止のために自動操縦可能な機種の導入を目指す． 

暗所：判定不可 狭隘部：飛行困難 

 

写真－５ UAV 撮影困難箇所 

表－１ UAV 撮影の適用による従来点検からの削減日数 

【 トラス橋（A1～A2）・上線：L=171、下線 L=162m 】 

項 目 

従来点検 UAV との分担割 

ロープ 

高所作業 

ロープ 

高所作業 

UAV 撮影 

(上部工 20％)

削減 

日数 

上部工 11 日 8 日 2 日 1 日 

下部工 8 日 0 日 2 日 6 日 

計 19 日 8 日 4 日 7 日 

 

 

ロープ高所作業 ＵＡＶ撮影 

 

排水樋 排水樋 

下面鋼材 下面鋼材 

写真－４ 撮影精度比較 

図－１ UAV 撮影の適用範囲 
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